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貝
原
益
軒
の
大
疑
録

桑
木
彧
雄

大
疑
録
は
、
益
軒
が
正
徳
四
年
（
西
暦
一
七
一
四
年
）
八
月
二
十
七
日
八
十
五
歳
を
以
て
歿
し
た
、
そ
の
二
月
前
に
完
成
し

た
と
い
う
、
益
軒
の
最
終
の
著
述
で
あ
り
、
又
、
益
軒
は
中
年
以
後
朱
子
学
者
と
し
て
当
時
一
般
に
知
ら
れ
て
い
た
が
、
晩
年

の
此
著
に
於
て
初
め
て
程〔
程
顥
・
程
頤
〕朱〔
朱
熹
〕の
性
理
学
に
関
す
る
疑
を
記
し
、
独
自
の
学
説
を
述
べ
た
と
い
う
こ
と

な
ど
に
依
り
、
益
軒
百
有
餘
種
の
著
述
の
中
で
も
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は
明
治
四
十
三
年
益
軒
会
発
行
の
益
軒

全
集
第
二
巻
に
収
め
て
あ
る
。

　し
か然　
し
、
全
集
の
凡
例
等
に
依
れ
ば
、
こ
の
書
の
益
軒
自
筆
本
等
は
残
存
せ
ず
、
伝
写
本
と
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
年
）
の
江

戸
須
原
屋
木
版
本
（
以
下
「
明
和
本
」
と
略
称
す
）
と
に
依
っ
て
編
輯
し
た
よ
う
で
あ
る
。
私
は
数
年
前
偶
然
、
大
疑
録
上
下

二
巻
美
濃
判
五
十
餘
枚
の
、
木
活
刷
で
、
所
々
　け

つ缺　
字
を
朱
書
し
、
誤
字
等
を
訂
正
し
て
あ
る
、
上
記
明
和
本
の
校
正
刷
ら
し
き

も
の
と
、「
敬
所
先
生
講
書
」
と
記
し
、
書
入
の
あ
る
明
和
本
と
を
、
一
は
神
田
で
、
他
は
大
阪
で
　あ

が
な購　い
得
た
。
好
事
的
で
あ
る

が
、
　そ

れ
ら
夫
等　
と
全
集
と
の
異
同
等
に
つ
い
て
次
に
記
し
て
み
る
。
先
ず
明
和
本
に
は
、
大
疑
録
本
文
の
初
に
、
筑
前
貝
原
篤
信
著
、

仙
台
大
野
通
明
校
と
あ
り
、
本
文
の
前
に
、
明
和
丙
戌
（
三
年
）
季
秋
と
日
附
の
あ
る
通
明
の
序
と
、
太
宰
春
臺
の
「
続
損
軒

先
生
大
疑
録
」（
損
軒
は
益
軒
の
別
号
）
と
い
う
一
文
と
を
加
え
て
あ
る
。
全
集
の
大
疑
録
本
文
は
こ
の
明
和
本
そ
っ
く
り
で
あ

る
が
、
全
集
に
は
、
明
和
本
中
の
春
臺
の
文
を
載
せ
て
、
通
明
の
序
を
載
せ
ず
、
別
に
伝
写
本
に
依
っ
て
、
正
徳
三
年
春
分
日
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書
と
い
う
益
軒
の
自
序
を
載
せ
て
あ
る
。

又
、
前
記
　い

わ
ゆ
る

所
謂　
校
正
刷
は
、
大
疑
録
の
本
文
だ
け
で
あ
る
が
、
や
は
り
大
野
通
明
校
と
あ
り
、
末
尾
に
附
箋
し
て
、「
壬
申
二

月
十
三
日
再
校
畢
」
と
朱
書
し
て
あ
る
。
壬
申
は
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
年
）
再
校
畢
か
ら
明
和
丁
亥
四
年
の
出
版
ま
で
十
五

年
は
長
過
ぎ
、
　し

い強　
て
云
え
ば
甲
申
（
明
和
元
年
）
の
書
違
い
か
、
　し

か然　
し
証
拠
は
な
い
。
な
お
木
活
校
正
刷
と
明
和
本
と
、
共
に

白
文
、
内
容
同
一
で
あ
る
が
、
字
配
り
等
の
相
違
で
両
者
に
二
、
三
枚
の
枚
数
の
差
は
あ
る
。
今
日
の
校
正
刷
と
本
刷
と
の
関

係
と
は
異
る
。

な
お
益
軒
は
正
徳
四
年
の
歿
年
に
大
疑
録
二
巻
の
外
に
漢
文
の
著
述
二
種
、
愼
思
録
六
巻
、
自
娯
集
七
巻
を
完
成
し
て
い
る

が
、
前
者
は
巻
首
に
、
正
徳
甲
午
（
四
年
）
立
春
日
、
八
十
五
翁
貝
原
篤
信
書
と
い
う
自
叙
が
あ
り
、
同
年
京
都
の
書
肆
か
ら

出
版
さ
れ
た
。
後
者
は
自
著
文
集
で
あ
る
が
、
巻
尾
に
正
徳
四
年
三
月
清
明
日
、
益
軒
編
輯
と
あ
り
、
江
戸
の
書
肆
発
行
、
巻

首
に
正
徳
二
年
の
、
門
人
竹
田
定
直
の
序
が
あ
り
、
愼
思
録
に
続
い
て
出
版
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
唯
だ
大
疑
録
は
、
其
出
版

を
益
軒
は
門
人
に
禁
じ
た
ら
し
く
思
わ
れ
る
（
後
掲
春
臺
文
参
照
）。
依
っ
て
其
出
版
は
益
軒
歿
後
五
十
餘
年
の
明
和
本
を
初
と

し
、
又
、
校
者
大
野
通
明
（
号
北
海
）
は
徂
徠
の
門
人
で
、
奥
州
の
人
、
兵
学
に
聞
え
た
よ
う
で
あ
る
が
、
益
軒
と
は
郷
国
も
学

統
も
関
係
の
な
か
っ
た
人
で
あ
っ
た
。
通
明
の
序
に
は
、
一
書
肆
（
麑
伴
寛
と
あ
り
）
が
大
疑
録
の
写
本
を
携
え
て
来
れ
る
に

依
り
、
之
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
、
文
難
不
可
観
、
而
言
乃
可
聴
也
、
　し

か然　
し
、
写
誤
頗
多
衍
闕
相
半
、
故
に
、
蘭
窩
先
生
所
蔵
一
本
と

比
較
し
て
繕
写
し
て
書
肆
に
与
え
た
、
と
あ
る
。「
全
集
」
に
通
明
の
序
を
省
い
た
の
は
是
等
の
文
字
の
故
で
あ
ろ
う
か
。

私
の
　た

ま
た偶　ま

得
た
明
和
本
に
敬
所
先
生
講
書
と
あ
る
は
、
猪
飼
敬
所
（
弘
化
二
年
、
一
八
四
五
年
歿
、
年
八
十
五
）
の
評
を
書
入

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
通
明
の
序
中
、
前
記
の
場
所
に
頭
書
し
、
益
軒
を
辯
護
し
、
通
明
の
文
章
を
添
削
し
、
大
野
氏
之

文
、
其
拙
如
是
、
而
有
此
言
、
可
謂
不
知
己
者
矣
と
あ
る
の
も
面
白
い
。
又
上
記
春
臺
の
一
文
は
春
臺
文
集
に
在
り
、
通
明
は
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之
を
引
て
解
説
に
代
え
た
の
で
あ
る
が
、
春
臺
（
延
享
四
年
、
一
七
四
七
年
歿
、
年
六
十
八
）
は
　ま先　
ず
、
損
軒
先
生
博
学
洽
聞
、

海
内
無
比
…
…
先
生
少
学
程
朱
之
道
…
…
及
晩
年
忽
疑
二
氏
之
言
…
…
所
録
且
二
万
言
…
…
名
曰
大
疑
録
、
先
生
謙
恭
、
未
敢

示
人
、
と
記
し
、
相
交
わ
れ
る
由
美
子
善
（
筑
前
の
人
、
明
和
九
年
江
戸
に
歿
す
、
年
八
十
一
）
が
此
書
を
写
し
て
所
蔵
せ
る

こ
と
を
聞
い
て
、
再
三
請
う
て
借
覧
し
、
益
軒
の
疑
に
賛
同
し
、
　し然　
か
も
益
軒
が
未
だ
之
を
排
す
る
と
い
う
ま
で
に
徹
底
的
で

な
い
こ
と
を
論
じ
、
最
後
に
、
予
観
損
軒
先
生
、
其
学
不
可
及
也
、
至
排
宋
儒
、
予
無
畏
於
先
生
云
、
と
結
ん
で
あ
る
。
書
入

本
、
敬
所
の
評
に
は
、
先
生
（
益
軒
）
断
然
云
、
宋
儒
之
教
与
聖
人
不
同
、
辨
析
其
非
既
詳
矣
、
非
不
得
其
解
也
、
以
大
疑
名
之

者
、
謙
辞
也
、
此
先
生
之
謙
恭
所
以
異
於
春
臺
之
無
忌
憚
也
と
あ
り
、
又
別
に
、
徂
徠
之
餘
唾
　い

わ
ゆ
る

所
謂　
無
忌
憚
者
な
ど
の
評
も
あ

る
。
大
疑
録
本
文
に
関
す
る
敬
所
の
評
に
は
、
此
書
往
々
有
訛
誤
衍
脱
、
其
分
明
無
疑
者
、
今
直
以
朱
筆
竄
削
補
正
と
あ
っ
て

刊
本
の
所
々
に
字
句
の
訂
正
が
あ
る
。

又
、
伊
藤
東
涯
の
説
と
対
比
し
、
益
軒
の
説
を
迂
僻
と
し
た
所
も
あ
る
の
は
敬
所
の
学
統
の
故
で
あ
ろ
う
。
又
、
徂
徠
集
に
、

徂
徠
（
享
保
十
三
年
、
一
七
二
八
年
歿
、
年
六
十
二
）
が
益
軒
門
人
竹
田
定
直
（
春
庵
、
延
享
二
年
歿
、
年
八
十
五
）
に
与
え
た

詩
、
書
数
篇
あ
り
、
一
書
に
、
嘗
聞
貝
先
生
関
西
夫
子
也
、
吁
先
生
不
可
得
而
見
之
矣
、
得
見
足
下
、
斯
以
知
先
生
之
教
焉
耳
、

と
記
し
、
又
一
書
に
、
則
知
貝
夫
子
有
大
疑
録
之
作
也
、
と
も
あ
り
、
益
軒
が
朱
子
学
を
疑
う
の
に
同
じ
て
定
直
に
古
文
辞
を

説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

上
記
中
、
二
月
十
三
日
が
壬
申
に
当
る
の
は
明
和
五
年
が
そ
う
で
あ
る
。
後
の
参
考
に
記
す
。

（
昭
和
十
一
年
二
月
、
文
藝
春
秋
）
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•
桑
木
彧
雄
著
『
科
学
史
考
』（
河
出
書
房
、
昭
和
一
九
年
）
所
収
。

•

読
み
や
す
さ
の
た
め
に
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
、
旧
か
な
は
新
か
な
に
変
更
し
、
適
宜
振
り
仮
名
を
つ
け
た
。
た
だ
し
、
一

部
の
漢
字
は
旧
漢
字
の
ま
ま
に
し
た
。

•
P
D
F

化
に
はL AT

E
X
2ε

で
タ
イ
プ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、d

v
ip
d
fm

x

を
使
用
し
た
。

科
学
の
古
典
文
献
の
電
子
図
書
館
「
科
学
図
書
館
」

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
a
m
.
h
i
-
h
o
.
n
e
.
j
p
/
m
u
n
e
h
i
r
o
/
s
c
i
e
n
c
e
l
i
b
.
h
t
m
l

「
科
学
図
書
館
」
に
新
し
く
収
録
し
た
文
献
の
案
内
、
そ
の
他
「
科
学
図
書
館
」
に
関
す
る
意
見
な
ど
は
、

「
科
学
図
書
館
掲
示
板
」

h
t
t
p
:
/
/
6
3
2
5
.
t
e
a
c
u
p
.
c
o
m
/
m
u
n
e
h
i
r
o
u
m
e
d
a
/
b
b
s

を
御
覧
い
た
だ
く
か
、
書
き
込
み
く
だ
さ
い
。

http://www.cam.hi-ho.ne.jp/munehiro/sciencelib.html
http://6325.teacup.com/munehiroumeda/bbs

